
           

 

 

                教  育  目  標  自ら学び 心豊かに たくましく生きる人 

本年度の重点    一人ひとりの可能性をひらく教育活動の推進 

２月号 

令和７年２月２６日 

上川町立上川中学校 

自分らしく しなやかに 

         校長 中 川 季 賢 

 

 ２月は逃げるとはよく言ったもので、３学期そして令和６年度も残すところ、あとひと月となりまし

た。今期の冬も、少雪とは言え、結局は自然の帳尻は合うようになっているのだなと感じさせる気候で

した。本格的な春の到来が待ち遠しいです。同様に本校生徒一人一人にも穏やかな春が訪れることを切

に願っています。 

 さて、春の季語に「柳」があります。生徒にとってはあまりなじみのない植物かもしれません。細く

て、そよ風にさえ揺れる柳ですが、雪にはとても強い植物でもあります。柳は、どれだけ雪が枝に積も

っても、その重みで決して折れることなく枝をしなわせながら雪を落としていきます。 

 「柳に雪折れなし」ということわざがあります。柔らかいものは、堅いものよりかえってよく耐える

し、丈夫であるとのたとえです。社会の変化が激しく不安定で、人間関係も難しくなっている昨今にお

いては、特に柔軟な人づきあいや考え方が求められています。 

 先月末から今月にかけて、３年生の面接練習に立ち会わせていただくことが多くありました。どの生

徒もまじめで、何度も練習した成果があらわれ、とても立派な態度でした。人生の中で、面接を受ける

ことはそう何度もないとは思いますが、中学校で初めて行った面接練習は、きっと後々の財産になると

思います。私は、面接練習では、生徒が答えてくれた回答から次の質問につなげていくことが多くあり

ます。事前の練習ではそこまで掘り下げて聞かれることはなかったと思いますので、困ってしまう生徒

もいます。それでも、大人でさえ困るであろう質問に、生徒たちは短時間に頭の中で質問の内容を理解

し、自分の考えを見事に伝えます。実にしなやかです。この姿を見ると、生徒は見事に成長しているな

と感じます。 

 新年度が近付き、生徒たちには期待と不安が交錯する時期になってきました。まじめに考えることは

もちろん大切ですが、テストの問題のように解答が一つとは限らない問題の場合は、柔軟に考えること

も大切です。特に考え方や心のもち方は、「柳に雪折れなし」のようにしなやかさが大切です。忘れて

ほしくないのは、「柳」はしなやかですが、しっかり「芯」のある植物です。あせらず、じっくり自分

と向き合い、他人との比較ではなく「自分らしく」一歩一歩前進してほしいと願っています。 

 地域・保護者の皆様には、今年度の教育活動が実り多く締めくくれますよう、引き続き上川中学校並

びに本校生徒を温かく見守ってくださいますようお願いいたします。 

 

新 入 生 入 学 説 明 会 （２月６日・木） 

令和７年度の入学予定児童及びその保護者の皆様を対象に，「新入生入学説明会」を行いました。 

保護者の皆様が，本校の教職員から中学校の概要や入学式について説明を聞いている間，児童たちは

「社会」の授業を体験しました。その後，児童たちと保護者の皆様に，生徒会役員と部活動の各部長か

ら，中学校での学習や学校行事，生徒心得，部活動などについての説明を行いました。 

中学生の歓迎の意が伝わる温かな雰囲気の中で，新入生の希望溢れる目の輝きが印象的でした。中学校

では，新入生と４月に会えることをとても楽しみにしています。 
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３月の行事予定 

日 曜 行    事 

1 土   

2 日   

3 月 朝読書強化日（１年） 

4 火 公立高校一般入試 

5 水 公立高校一般入試(面接) 

6 木 同窓会入会式 

7 金 第７８回 卒業式 

8 土   

9 日   

10 月 （午前授業 ～25日） 

11 火 公立高校追加検査日 

12 水  

13 木 職員会議 

14 金 職員会議 

15 土   

16 日   

17 月 公立高校合格発表日 

18 火 前期生徒会役員選挙 

19 水 校内研修 

20 木 春分の日 

21 金 職員会議 

22 土   

23 日   

24 月   

25 火 修了式・離任式 職員会議 

26 水 学年末休業（～４／６） 

27 木   

28 金   

29 土   

30 日   

31 月   
 

自然体験･観光プラン学習 

 1月２２日に，第２学年の自然体験学習を層雲峡で

行いました。層雲峡ビジターセンターで層雲峡の歴史

や柱状節理の成り立ち等を学んだ後，大函で氷柱や柱

状節理などを実際に観察しました。その後，氷瀑祭り

会場で見学を行い，中学校へ帰着後は，ビジターセン

ターの片山さんの講話を聞いて，上川町の自然環境に

ついての学びを深めました。 

2月には，大雪山ツアーズの為国さんをお招きし，

グループごとに「上川町の観光プラン」づくりを行い

ました。生徒たちは，1年生時の上川町調べ学習や今

回の層雲峡での自然体験学習の学びを生かし，為国さ

んより的確なアドバイスをいただきながら計画書を熱

心に作成しました。 

 2年生の総合学習の取組は，「上川ミライ新聞」中学

生版（上川町商工観光グループ･北海道新聞社･デザイ

ンスタジオ尾崎･連携）で紹介されます。 

学習会（２月１７日・月 ） 

第１･２学年を対象に，学年末テストに向けての「テ

スト前学習会」を行いました。この取組は，各学期毎

に実施している定期テストや学力テストに向けて，不

得意分野を克服し，学力を向上させることがねらいで

す｡生徒たちは，５教科の中から学習したい教科を選択

してそれぞれの教室に分かれ，教科担任への質問やテ

スト対策の学習などを熱心に行いました。 

防 災 学 習 （２月３日・月） 

防災教育の一環として，１学年を対象に「災害ボランティアセンター」についての学習を行いまし

た。上川町に自然災害が発生した場合，安全な避難生活を送るためにどのような行動や備えが必要かと

いうことを知るのがねらいです。生徒達は，町社会福祉協議会の神田さんや北海道災害ボランティアセ

ンターのアドバイザーから災害事例の話を聞いたり，ICTを活用した災害対応についての理解を深めま

した。３月９日には，「上川町災害ボランティアセンター立ち上げ機能訓練」が「たいせつの絆」で予

定されており，1学年生徒の有志数名が災害ボランティアとして参加します。 

    

 

 

 

 
 

 
 


